
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①視診・内診・ 
 頸部細胞診 
②視診・内診・ 
 頸部細胞診・ 
 体部細胞診※1 

２０歳以上の 
   女性 

発行：相模原市 保健所 健康増進課（℡042-769-8322） 

※1子宮体部細胞診は、施設検診のみで実施しています。問診等に 
より医師が必要と判断した場合に実施します。 

※2 性交渉経験のない人は、子宮頸部の細胞が採取しにくい可能性
や、検診時に疼痛・出血が起こる可能性があるため、集団検診を
ご遠慮いただいております。検診をご希望の方は、施設検診にて
医師にご相談ください。 

相模原市 コールセンター 
 042-770-7777 
午前８時～午後９時 
（年中無休） 

 

視診・ 
頸部細胞診 検診内容 

対 象 者 

費 用 

受診券の 
申 込 み 

①1,700 円 
②2,200 円 

 
集団検診 

 
検診車で 
受ける検診 

 
施設検診 

 
協力医療機関で 
受ける検診 

600 円 

２０歳以上の 
  女性※2 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

❤ 子宮の入り口（頸部）
の表面を、細い綿棒や 
ヘラ等で軽くこすり 
ます。 
検査にかかる時間は 
1～2分です。 

 

＊生理中は正しい検査結果が出ないため、受診をご遠慮ください。 

❤ 受診した医療機関より、 
検診結果をお知らせします。 

 

❤ 問診票の記入（生理の状況、
妊娠・出産歴など） 

❤ 診察室で、医師から問診票を
もとにした質問と、検査の 
説明を受けます。 

子宮頸がんは、20 歳代後半から増え始め、30 歳代後半から
40 歳代前半にピークを迎えます。 
✽1 年間に子宮頸がんにかかった人（上皮内がん含む ※1）✽ 
20 歳代  3,045 人  30 歳代  10,736 人  40 歳代  10,006 人 

がんの性質によっては、発症から進行までが非常に早いものもあります。
そのため、気が付かないうちにがんになっていることも。子宮頸がんは、 
検診でがんになる前の「前がん病変」で発見することが可能です。 

症状に気が付く頃には、がんが進行していることも少なくありません。 
進行したがんは命にかかわるだけでなく、子宮を全て摘出する手術 
が必要になることが多く、妊娠、出産の可能性を失います。 

「ヒト・パピローマ・ウィルス」というウィルスの略称です。 
HPV は多くの子宮頸がんの発症に関与しています。 

このウィルスは、性交渉の経験がある女性の多くが、一生に一度は感染すると 
言われています。感染してもほとんどの場合は体内から自然消失しますが、 
感染が長期間持続すると、その一部からがんが発生することがあります。 

＊検診結果のお知らせ方法は、 
医療機関により異なります。 

✽1 がん研究振興財団 『がんの統計‘21』 
 

 

❤ 下着を脱いで、内診台にあがります。 
❤ 医師が子宮や膣に異変がないか 
確認をします。 

＊脱ぎ着に時間がかかる下着や履物は 
避けましょう。 


